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ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
に

す
る
一
考
察

―
子
ど
も
の
「学
び
」と
「育
ち
」を
守
る
た
め
に
―

１
．
学
校
の
臨
時
体
業
の
現

状
と
課
題

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（以
下
、

あ
〇
≦
）
【９

の
世
界
的
な
感
染
拡

大
は
、
数
多
く
の
国
で
、
子
ど
も
た

ち
の

「学
び
」
と

「育
ち
」
に
と
っ

て
大
切
な

「場
」
で
あ
る
学
校
を
開

鎖
に
追
い
込
む
こ
と
と
な
っ
た
。
日

本
も
決
し
て
例
外
で
は
な
い
。
図
は
、

文
部
科
学
省
が
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し

て
い
る
『学
校
に
関
す
る
状
況
調
査
、

取
組
事
例
等
』
に
基
づ
き
、
２０
年
４

月
～
２２
年
５
月
に
お
け
る
、
全
国
の

公
立
学
校
の
臨
時
休
業
の
実
施
割
合

（％
）
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
図
か
ら
、
第
１
回
緊
急
事
態
宣
言

期
間
中

（
２０
年
４
月
７
日
～
５
月
２５

日
）
、
一公
立
学
校
の
体
業
割
合
は
最

大
で
９３
％
に
ま
で
達
し
た
こ
と
が
わ

か
る
。
そ
の
後
、
こ
こ
ま
で
大
規
模

な
学
校
閉
鎖
は
実
施
さ
れ
な
か

っ
た

も
の
の
、
感
染
状
況
に
よ
り
、
学
年
。

学
級
等

一
部
休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
学
校
の
割
合
は
、
１０
～
３０
％
で
推

移
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
緊
急
事
態
宣
言
や
ま
ん

延
防
止
等
重
点
措
置

（以
下
、
重
点

措
置
）
に
伴
う
小
中
学
校
の
臨
時
休

業
が
、
子
ど
も
た
ち
の

「学
び
」
や

「育
ち
」
に
与
え
た
影
響
は
、
今
後
、

検
証
さ
れ
る
べ
き
最
も
重
要
な
課
題

の

一
つ
と
な
る
で
あ
ろ
う
。　
一
見
、

こ
の
問
題
は
、
社
会
保
障
と
は
無
縁

だ
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
仮
に
、
学
年

・
学
級

・
学
校

の
閉
鎖
が
、
貧
困

・
虐
待

・
障
が
い

等
、
社
会
経
済
面
や
健
康
面
で
、
困

難
を
抱
え
た
子
ど
も
の
人
的
資
本
の

蓄
積
に
、
よ
り
深
刻
な
影
響
を
与
え

て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
自
体
が
、

社
会
保
障
が
対
象
と
す
べ
き
喫
緊
の

課
題
と
な
る
。
さ
ら
に
、
臨
時
休
業

の
子
ど
も
た
ち
全
体
に
対
す
る
影
響

が
、
中

。
長
期
的
に
継
続
す
る
と
な

れ
ば
、
将
来
の
労
働
市
場
に
お
け
る

生
産
性
、
ひ
い
て
は
、
社
会
保
障
の

在
り
方
に
も
影
響
す
る
課
題
と
な
る

可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

２
．学
校
で
の
ソ
ー
シ
ヤ
ル
・

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
役
割

学
校
の
休
業
を
防
止
し
、
子
ど
も

の

「学
び
」
と

「育
ち
」
の
機
会
を

阻
害
し
な
い
た
め
に
は
、
ど
う
い
つ

た
施
策
が
有
効
な
の
だ
ろ
う
か
。
本

稿
で
は
、
筆
者
を
代
表
と
す
る
文
部

科
学
省
基
盤
研
究
（Ａ
）
（１９
～
２．
年

度
）、
及
び
、
東
京
大
学
の
田
中
隆

一
氏
を
代
表
と
す
る
基
盤
研
究
（Ｓ
）

（２０
～
２４
年
度
）
で
行
っ
た
研
究
成
果

の

一
部
（Ｑ
Ｆ
”薫
”
他
、
＞
日
の
■
８
５

『
Ｏ
Ｃ
『
●
”
【

〇
』

目

①
”
〓

ｒ

国

の
ｏ
口
ｏ
口
Ｌ

Ｏ
∽

き
ヽ
一年
公
刊
）
を
紹
介
し
よ
う
。

本
研
究
で
は
、
首
都
圏
内
に
あ
る

一
自
治
体
が
保
有
す
る
行
政
管
理
情

報
（１５
～
‐７
年
）
を
用
い
て
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
学
級
閉
鎖
の
発
生

率
に
対
す
る
、
学
級
規
模

（教
室
内

の
児
童

。
生
徒
数
）
の
影
響
を
検
証

し
た
。
当
該
デ
ー
タ
に
つ
い
て
の
詳

細
は
、
『子
ど
も
に
つ
い
て
の
行
政

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
』
（別
所
他
、

‐９
年
、
「
フ
ィ
ナ

ン
シ

ヤ
ル

・
レ

ビ

ュ
ー
」
、
６

（
１
４
１
）
¨
ｐｐ．１
０

６
～
１
１
９
、
財
務
総
合
政
策
研
究

所
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

本
研
究
で
は
、
学
級
規
模
と
学
級

閉
鎖
と
の
因
果
関
係
を
特
定
す
る
た

め
に
、
１
９
５
０
年
か
ら
今
日
に
至

る
ま
で
適
用
さ
れ
て
き
た

「鉄
筋

コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
校
舎
の
標
準
設
計
」

に
定
め
ら
れ
た
６３
２ｍ
と
い
う
教
室
面

積
の
基
準
を
外
生
的
な
要
件
と
し
て

利
用
し
た
。

つ
ま
り
、
公
立
の
小
中

学
校
で
は
、
教
室
面
積
が
ほ
ぼ
同

一

で
あ
る
た
め
、
学
級
規
模
の
縮
小
は
、

教
室
内
の
児
童

。
生
徒
間
の
身
体
的

な
距
離
を
拡
張
し
、
子
ど
も
た
ち
の

ソ
ー
シ
ャ
ル

・
デ
イ
ス
タ
ン
ス
の
改

善
に
直
結
す
る
。

分
析
の
結
果
、
過
去
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
流
行
時
に
お
い
て
、
教
室
内

の
児
童

，
生
徒
数
が
減
る
と
学
級
閉

鎖
の
確
率
が
減
少
す
る
こ
と
、
さ
ら

に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
〇
〇
く
Ｈ）
８

等
の
飛
沫
感
染
防
止
の
た
め
推
奨
さ

れ
て
い
る
身
体
的
距
離
（１

・
５
ｍ
）

を
満
た
す
、
最
大
２７
人
の
少
人
数
ク

ラ
ス
を
編
成
す
る
と
、
学
級
閉
鎖
の

確
率
が
約
９０
％
、
大
幅
に
減
少
す
る

こ
と
が
わ
か

つ
た
。
と
り
わ
け
、
善

悪
を
判
断
す
る
能
力
が
発
達
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
高
学
年
の
児
童
生

徒
ほ
ど
、
学
級
規
模
縮
小
の
効
果
が

大
き
い
こ
と
も
わ
か

っ
た
。

こ
の
結
果
か
ら
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

デ
イ
ス
タ
ン
ス
の
改
善
が
、
健
康
面

で
も
、
学
業
面
で

，も
、
〇
〇
く
Ｈ∪
出
０

を
含
む
飛
沫
感
染

症
か
ら
児
童
生
徒

を
守
る
た
め
に
有

効
な
手
段

の

一
つ

で
あ
る
と

い
う
政

策
的
合
意
が
得
ら

れ
る
。
な
お
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
流
行
に

基
づ
く
本
研
究

の

推

定

結

果

が
、

ｏ
ｏ
≦
）
８

や
そ

の
変
異
株
、
ま
た
、

将
来
の
新
た
な
感

染
症
リ
ス
ク
に
ど

の
程
度
適
用
可
能

か
ど
う
か
に
つ
い

て
は
、
数
理
モ
デ

ル
や
定
量
的
な
解
析
に
よ
る
検
証

を
、
継
続
的
に
行
う
必
要
が
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

３
．
科
学
的
な

「
検
証
」

の

重
要
性

２２
年
４
月
２８
日
、
「
新
．型

コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
応
に
関
す
る
有
識
者
会

議
」
が
発
足
し
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会

を
見
据
え
た
議
論
が
開
始
さ
れ
た
。

本
会
議
で
は
、
ｏ
ｏ
く
【）
お

感
染
拡

大
下
で
の
、
特
別
措
置
法
に
基
づ
く

政
府
の
対
応
や
保
健

・
医
療
の
提
供

体
制
を
は
じ
め
、
緊
急
事
態
宣
言
や

重
点
措
置
等
に
よ
る
市
民
の
行
動
制

限
の
在
り
方
等
を
含
む
様
々
な
課
題

を
整
理
し
、
中

。
長
期
的
観
点
か
ら

包
括
的
な
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。

〇
〇
く
Ｈ∪
‐８

が
与
え
た
影
響
に
つ

い
て
、
多
角
的
か
つ
精
緻
な

「科
学

的
検
証
」
を
行
う
た
め
の
材
料
が
、

現
時
点
で
十
分
出
揃

っ
て
い
る
か
と

い
え
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
い
え

な
い
。
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
、
コ

ロ
ナ
禍
で
実
際
に
ど
の
よ
う
な
意
思

決
定
を
行
い
、
社
会
的

。
経
済
的
に

ど
の
よ
う
な
状
況
に
陥

っ
た
か
に
つ

い
て
、
個
別
に
観
察
可
能
な
デ
ー
タ

が
収
集

・
整
備
さ
れ
、
行
政
担
当
者

や
研
究
者
が
分
析
可
能
に
な
る
ま
で

に
は
、
そ
れ
な
り
の
時
間
が
か
か
る
。

他
方
で
、
ｏ
ｏ
く
Ｈ∪
‐い０
に
つ
い
て

は
、
時
を
置
け
ば
、
失
わ
れ
て
し
ま

う
貴
重
な
情
報
も
あ
る
だ
ろ
う
。
肝

心
な
の
は
、
課
題
整
理
に
の
み
終
始

し
て
、
「
喉
元
過
ぎ
れ
ば
熱
さ
を
忘

れ
る
」
と
い
う
こ
と
に
決
し
て
な
ら

な
い
よ
う
、
国
や
自
治
体
が
、
１
０

０
年
に

一
度
と
も
言
わ
れ
る
公
衆
衛

生
上

の
危
機

で
あ

る

〇
〇
≦
∪
‐お

に
関
す
る
様

々
な
記
録
や
デ
ー
タ

を
、
今
後
の
リ
ス
ク
対
応
に
資
す
る

「
社
会
イ
ン
フ
ラ
」
で
あ
る
こ
と
を

し

っ
か
り
と
認
識
し
、
集
約
し
て
お

く
こ
と
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

学
校
運
営
に
対
す
る
教
訓
と
な
り
う

る

一
事
例
と
し
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
流
行
か
ら
得
ら
れ
た
実
証
的
な
知

見
を
紹
介
し
た
が
、
こ
れ
も
、
当
該

自
治
体
が
、
子
ど
も
に
係
る
行
政
管

理
情
報
を
日
常
的
に
蓄
積
し
て
い
た

か
ら
こ
そ
、
可
能
と
な

つ
た
研
究
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
き
ち
ん
と
し
た
デ
ー

タ
さ
え
残
し
て
お
け
ば
、
私
た
ち
は
、

過
去
に
立
ち
返

っ
て
、
そ
の
経
験
か

ら
い
つ
で
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

全国の公立学校の臨時休業の実施割合(%)(2020年 4月～2022年 5月 )
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